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第 1章 緒言 
 ヤシ科には約 200属 2,600 種が分類されているが，このうち，15属数十種の植物にお
いて幹にデンプンを蓄積することが知られている．これら幹にデンプンを蓄積するヤシ








































が大きな弧を描きながら立ち上がり，幹の形成が始まった（第 1 図 c）．水平方向への
伸長は移植後 6.5 年目頃に約 1.8 mで止まり，その成長曲線はシグモイド曲線を描いた
第 1図 移植後のサゴヤシの生育． 
 a)：移植後 2.9 年目，b)：移植後 4.8 年目，c)：移植後 5.8年目のサゴヤシである．△は移























る（第 1図 a）．ここで，1次サッカーを Sn，2 次サッカーを Sn-mと表記する．n，mは
着生位置の母茎基部からの順番を示しており，例えば，主茎の移植位置の最も近くに位

















































Years after transplantation (YAT)
































































第 4章 子孫サッカーの生育 

















































1 次サッカー（S1 と S2）は主茎とともに個体の骨格を決めるため，非常に重要なもの
である．さらに，主茎の匍匐成長方向とは反対側に匍匐成長をする 2次サッカー（第 5
図；S2-2 と S2-3）も空間を有効に利用するために重要であると考えられた． 
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第 6図 主茎における 1次サッカーの出現位置
の順番と匍匐成長方向との関係． 
 エラーバーは標準偏差を表す．同一アルファベッ
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第 6章 総合考察 
 本研究の結果，移植から主茎が幹を形成するまでの個体の生育と，その生育に応じた
篤農家のサッカーコントロールの考え方を明らかにできた．さらに，サゴヤシ栽培にお
いて重要な役割を担う子孫サッカーについても，その分化や発達過程に関する基礎的な
知見を蓄積することができた．このような観点での研究はこれまで報告されておらず，
本研究の結果はサゴヤシの栽培技術の発展に大きく貢献するものと考えられる． 
 サゴヤシ栽培ではサッカーコントロールの適否が群落の生産性に大きく影響するこ
とは経験的に知られている．そこで本研究で得られた知見をもとに，持続的なデンプン
生産が可能なサゴヤシ群落の初期の構築過程について検討した．初期の群落構築過程で
は，主茎を日射による乾燥から守り，栽培の労力を軽減するために，移植後 4年目頃ま
で出現する子孫サッカーを全て生育させる．これ以降は，主茎と S1，S2 が形成する個
体の骨格をもとに，主茎や S1，S2 の間の空間ごとに子孫サッカーを複数本生育させる
ことが重要である（第 5 図参照）．さらに，葉を切除して生育を抑制しながら子孫サッ
カーを残すことで，最初に配置しておいた子孫サッカーが不良である場合に代替として，
各空間にほぼ確実に子孫サッカーを配置できるようにすることも重要である．本研究で
は現地の慣行的な方法に従い，サッカーコントロールは半年に 1 回の頻度で行ったが，
これが最適であるかどうかは明らかではない．今後，サッカーコントロールの頻度と個
体の生育との関係についても検討することで，栽培技術の向上につながるかもしれない． 
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